	    月間最優秀　　　　　　高橋正子選評
　　六月賞
　★緑陰に昼の草刈機が休む　　　　　　　　　　多田有花

朝涼しいうちに使われた草刈機は、昼の暑い時間は、緑陰

で休む。草刈機も人のようだ。

　★夏雲雀見上ぐ帽子の鍔をあげ　　　　　　　　黒谷光子

夏雲雀だから「帽子の鍔をあげ」が納得できる。空に揚が

る雲雀を追って、帽子の鍔をあげれば、夏空が眩しくかが

やく。鍔をあげて見る世界は明るくて広い。

　　七月賞
　★管弦船万灯揚げて海に出づ　　　　　　　　　佃　康水

宮島の「管弦祭」は、ただの「祭り」では、表しにくい。

「万灯を揚げて」「海に出づ」は、瀬戸内の穏やかな海で

こそ出来ること。管弦祭の臨場感が出た。

　★立つものは向日葵ばかり畑の昼　　　　　　　上島祥子

真夏の昼の畑は、南瓜が地を這い、茄子は低く育ち、小葱

なども葉が白けて、立ってるものは、向日葵ばかり。それ

だけに向日葵の姿が独特に浮かび上がる。

　★妻の手に濡れて溢れて茗荷の子　　　　　　　古田敬二

茗荷の子は、私の経験でも、露に濡れた葉に手を入れ、少

しは土に汚れているのを摘み取った記憶が多い。「濡れて

溢れて」がいい。それも妻の手にあること。




